
笹塚一丁目（一部）地区の
「新たな防火規制」の導入に向けた

説明会（区域指定案）

日時：平成26年8月26日(火)19時～

場所：笹塚一丁目施設
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1．検討の経過

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 新たな防火規制を導入することによって影響を受ける建物を把握するため登

記簿等から土地と建物について調査しました。 

② 新たな防火規制指定の参考にするため、アンケート調査等により地域にお住まい

の方や土地、建物をお持ちの方への調査を昨年１０月に実施し、また「燃え広

がらないまちづくり」に関する説明会を同月11日に実施しました。

③ アンケート調査の結果報告と、「新たな防火規制」の導入に関する説明会を行

ないました。※既にまちづくりを検討している笹塚一丁目東地区については従

来から進めている地区計画の検討とあわせて説明しました。 

④前 2 回の説明会における意見交換の内容等を踏まえ、再度「新たな防火規制」

の導入に関する説明会を行ないます。(今回) 
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1．検討の経過
（１）検討地区（笹塚一丁目2～28、31～46、62、63番）
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笹塚駅

観音通り商店街
検討地区

戸建て住宅、共同住宅、商店などが隙間なく立地する、利便性の高い複合市街地



1．検討の経過
（２）火災危険度ランク
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渋谷区全体としては、火災による延焼の危険
性は低いです。笹塚周辺には火災延焼危険度
が高い地区が見られます。

検討地区

地震に関する地域危険度測定調査（第7回）
(平成25年9月公表)東京都都市整備局

笹塚一丁目地区の火災危険
度ランクは５段階のうち「３」で、
渋谷区内では延焼危険性の
高い地区です。

笹塚地区



1．検討の経過

（３）東京都による防災まちづくり
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防災都市づくり推進計画
（東京都）
災害に強い都市の早期実
現を目指し、木造住宅密
集地域等の防災上危険
な市街地の整備等につい
て、整備目標・方針や、具
体的な整備プログラムを
定めているものです。

笹塚地区

「防災都市づくり推進計画」
における整備地域：

震災時の大きな被害が想定される地域。



1．検討の経過
（４）整備地区（北沢地域=笹塚一丁目地区が含まれる）
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整備地域

防災都市づくり推進計画
（平成７年度策定、平成２２年改定 ）

平成２２年改定での要点

○市街地の不燃化整備
を加速化し、火災の危険
性を低減させる

○「燃えない」に加え「壊
れない」都市づくりの促進

○防災性の向上と良好な
住環境形成に向けた地
域住民主体のまちづくり
の促進

北沢地域

南台・本町（渋）・西新宿地域

笹塚一丁目

渋谷区

世田谷区

中野区
杉並区

笹塚一丁目は整備地域
（北沢地域）の区域内

北沢５丁目・大原１丁目



1．検討の経過
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（5）まちづくりの方針とまちづくりの動き

笹塚駅南口地区
地区計画

(平成２４年３月３０日
都市計画決定)

笹塚一丁目東地区
のまちづくり

(平成２３年度より継続検討中)

笹塚一・二・三丁目地区

まちづくり指針

（平成２３年７月策定）



対象： 「新たな防火規制」の導入検討区域に
ある住宅、店舗、事業所等の全戸
および地区外居住の土地建物所有者

配布： 201３/10/2（郵便受けに投函及び発送）

回収： 回答用はがきによる郵送
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1．検討の経過.

配付数 2,866

回収数 168

回収率 5.9％

(1)防災まちづくりアンケートの結果



1．検討の経過

■安全性・危険性の捉え方 － 地域の延焼危険性への感じ方

安全
3%

比較的安全
7%

ふつう
14%

やや不安
28%

不安
43%

その他
5%

安全

比較的安全

ふつう

やや不安

不安

その他

問：笹塚一丁目における延焼の危険性をどの様に感じていますか。

地域における延焼の危険性を感じてい

る方は、71％（不安43％＋やや不安

28％）とかなり多くなっています。

(1)防災まちづくりアンケートの結果



１．検討の経過

■居住あるいは所有する建物による、安全性への捉え方

居住/所有建物が非木造の場合

安全だと思う
84%

不安を感じる
ことあり
16%

居住/所有建物が木造の場合

安全だと思う
24%

不安を感じる
ことあり
76%

木造建物を所有、あるいは居住される方は、地震や

火災への不安を感じる方が多くなっています。

(1)防災まちづくりアンケートの結果



1．検討の経過

■「新たな防火規制」の導入について

導入の必要あり
71%

必要はない
2%

わからない
27%

導入の必要あり

必要はない

わからない

問：「新たな防火規制」を導入することについて、どのようにお考えですか。

「わからない」とお答えに

なった方を除くと、ほとんど

の方が新たな防火規制の導入

必要有りと回答しています。

(1)防災まちづくりアンケートの結果



２．新たな防火規制区域指定案について

笹塚一丁目地区の甲州街道沿道と笹塚駅周辺は、防火地域に指定され
ていることもあり建物の不燃化が進んでいます。しかし、街区内部は、
細街路が多く、木造の建物が密集しており、大規模な地震が発生した
場合、火災の燃え広がりによる被害が生じる可能性が高い地域である
とされています。

木造建物の多い地域で火災が発生すると、燃え広がる可能性が高く、
被害が拡大するおそれがあります。燃え広がらないこと、周囲から火
をもらわないための対策が重要です。「燃え広がらないまちづくり」の
ためには「燃えにくい建物」を増やしていく必要があります。

 

 

 

 

 

 

 

 木造の建物が多く、耐火
性の高い建物が少ない 

 道路が狭く、オープンス
ペースが少ない 

 建物が建て込んでいる 

地区の現況

 他の地域に比べ延
焼の危険性が高い

 木造建ぺい率が高
いため、不燃領域

が狭い 

課題

 一定のルールを定め
て、燃えにくい建物

への建替えを促して

いく ⇒新たな防火

規制の指定検討 

望ましい方向
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(１)目的 燃え広がらないまちづくり



図 検討対象地区の建物構造別棟数割合
（平成23年土地利用現況調査）

耐火建築物
23%

準耐火建築物
20%

防火木造建築物
54%

木造建築物
3%
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燃えにくい
建物
43％

図 検討対象地区の建物構造
（平成23年土地利用現況調査）

参考 建物構造の現状

耐火建築物
23%

準耐火建築物
20%

防火木造建築物
54%

木造建築物
3%



２．新たな防火規制区域指定案について

当地区における燃えにくい建物の棟数割合は４３%と、決して高いと
は言えません。安全、安心なまちづくりを進めていくためには効果的
な対策が必要です。

建物の新築や増築の際に「燃えにくい建物」に建て替える、東京都建
築安全条例の規定による「新たな防火規制」の導入を検討したいと考
えています。
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 東京都建築安全条例に基づく、新築や増築にあわせて燃えにくい建物構
造にしていただくためのルールです。

 防火木造建築物から準耐火建築物へ、準耐火建築物から耐火建築物へ
と、建物の燃えにくさの強化を図ります。

（例）木造２階建の戸建住宅を建てる場合

「防火木造建築物」 外壁モルタル仕上げ

「準耐火建築物」 石膏ボード＋モルタル仕上げなど

新たな防火規制

(１)目的 燃え広がらないまちづくり



２．新たな防火規制区域指定案について

16※ 防火地域とは、鉄筋コンクリート造など燃えにくい建物しか建てられない地域です。

区域指定案 笹塚一丁目のうち防火地域及び特例都道（４２０）鮫洲大山線
（通称 中野通り）から東側を除いた区域。

(１)目的 燃え広がらないまちづくり
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（２）「新たな防火規制」の概要

「新たな防火規制」とは、
新築・建替えを行う際、
「燃えにくい建物である」“準耐火建築物や耐火建築物”にする、
東京都建築安全条例の規定に基づく制度です。

・準耐火建築物とはどういうものか？
・今の建物はどうなるのか？

２．新たな防火規制区域指定案について



２．新たな防火規制区域指定案について

 
 

① 耐火建築物 
・鉄筋コンクリート造、 
耐火対策を施した鉄骨造など 

 
②準耐火建築物 

・鉄骨造、木造（注☆）など 
       

③防火木造建築物 

・木造モルタル、 
木造サイディング張りの建物 
など 

 

☆準耐火建築物として基準を満たせば、 
木造で建物を建てることも可能です。 

燃えにくい建物 

強

弱

火
災
へ
の
強
さ 

階段 

床・はり

柱・壁 

屋根・はり

準耐火建築物のイメージ 

壁・柱・床・はり・屋根・階段は、一定時間、

燃えにくく変形が起きないもの 

開 口 部

は、網入

りガラス

など 
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（２）燃えにくい建物（準耐火建築物）とは ①
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（２）燃えにくい建物（準耐火建築物）とは ②

準耐火構造では、石膏ボードなどを貼り、耐火性を高めます

２．新たな防火規制区域指定案について



２．新たな防火規制区域指定案について

 

現在の防火規制(準防火地域)                新たな防火規制 

４階以上    ４階以上 

３階     ３階 

２階     ２階 

１階     １階 

 
           ↑   ↑             ↑      ↑ 
         延べ面積  延べ面積        延べ面積   延べ面積 
         500㎡まで 1,500㎡まで      50㎡まで  500㎡まで 

※50㎡以下の付属建物は、防火木造建
築物ならば建築可能 

耐火建築物 

 
準耐火建築物 

防火木造 

建築物 

耐火建築物 

準耐火建築物 

※ 
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• 新たな防火規制が適用されると、「木造モルタル造」等の防火木
造建築物は、建築できなくなります。

• 延べ面積が500㎡を超える建物は、耐火建築物で建築しなけ
ればならなくなります。

（３） 「新たな防火規制」の適用範囲 ①
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（３）「新たな防火規制」の適用範囲 ②

“新築・建替えを行う際”に適用

• リフォーム（建築確認が必要が無い模様
替え等）や補修の場合は、「新たな防火規
制」は適用されません。

• 増築や改築は、一定の基準を満たす場合
は、「新たな防火規制」が適用されません。

• 「新たな防火規制」は、新築や建替えを行う
場合に適用され、現在の建物をそのまま使
用する場合には適用されません。

現在の建物は、
そのまま使用でき
ます。

一定の基準を満
たさない増築や改
築の場合は、「新
たな防火規制」を
満たした増築や改
築を行う必要があ
ります。

２．新たな防火規制区域指定案について
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（３）「新たな防火規制」の適用範囲 ③

現在の建物

「新たな防火規制」は
適用されません

「新たな防火規制」が
適用されます今後新築

する場合

より防火性能の高い建物を
増やしていくことで、地区の
防火性能を向上させます

そのまま使用

補修・リフォーム※１

増築・改築※２

建替え

※１：建築確認が不要なもの
※２：一定の基準を満たすもの

２．新たな防火規制区域指定案について
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（参考）「新たな防火規制」が適用されない増築の例

増築部分が、以下の条件
を全て満たす場合
①50㎡以下（約15坪）
②階数２以下
③外壁・軒裏を防火構造

既存建物 増築建物

敷地

２．新たな防火規制区域指定案について



２．新たな防火規制区域指定案について

（4）ご意見・ご質問に対する回答

○いつ大地震が起きても不思議はない。新防火規
制の導入はやらざるを得ないと理解している。

→防災まちづくりアンケートの結果、７１％の方が新
防火規制の導入は必要だと回答しています。賛
成意見が多いということを受けて検討を進めてま
いります。
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○渋谷区内で他に新たな防火規制を導入している
地区はあるのか。

→新たな防火規制は、東京都の防災都市づくり推
進計画に位置づけられた地区が主な対象になり
ます。この計画で渋谷区に関係するのは本町と当
地区ですが、本町については現在木造賃貸住宅
等建替え促進事業の実施により、燃えにくいまち
の実現を目指しており、当地区では新たな防火規
制の導入を検討しております。
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２．新たな防火規制区域指定案について

（4）ご意見・ご質問に対する回答



○木造の戸建て住宅を貸しているが、対応しておく
べきことはあるか。

→今のまま使用する分には影響はありません。その
建物を建てなおす時には準耐火建築で建ててい
ただくことになります。
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２．新たな防火規制区域指定案について

（4）ご意見・ご質問に対する回答



○準耐火建築物に建て替える場合は区から助成金
はあるのか。

→区の助成金はありません。３階建ての住宅は今ま
でも準耐火建築として建てられており、公平性と
いう観点から助成はしていません。
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２．新たな防火規制区域指定案について

（4）ご意見・ご質問に対する回答



２．新たな防火規制区域指定案について

28※ 防火地域とは、鉄筋コンクリート造など燃えにくい建物しか建てられない地域です。

区域指定案 笹塚一丁目のうち防火地域及び特例都道（４２０）鮫洲大山線
（通称 中野通り）から東側を除いた区域。



３．今後の予定
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今回の説明会開催に伴い、「区域指定案の縦覧及び意見書の受付」の期間を
設けます。皆様からのご意見を伺いながら、「新たな防火規制」の区域指定に
向けた手続きを進めます。

「新たな防火

規制導入」に関

する説明会

（全 2回実施）

「新たな防火規

制」区域指定案に

関する説明会
区域指定

案の縦覧

及び意見

書の受付

施行

（東京

都）

意見書の
提出

新たな防火規

制区域の指定

告示

（東京都）

導入に

向けた

検討

平成25年 平成26年 平成26年 平成27年 平成27年

10月11日、12月10、12日 8月26日 8月22～9月11日 2月頃（予定） 4月頃(予定)



笹塚一丁目のまちづくりに関する情報

❏笹塚一丁目東地区まちづくり

http://www.city.shibuya.tokyo.jp
❏笹塚一丁目地区の燃え広がらないまちづくり

http://www.city.shibuya.tokyo.jp/kurashi/machi/sasa1_moehirogaranai.html

❏笹塚一・二・三丁目地区まちづくり指針

http://www.city.shibuya.tokyo.jp/kurashi/machi/sasazuka123.html
❏新たな防火規制について（制度の概要）

http://www.toshiseibi.metro.tokyo.jp/kenchiku/kijun/anzen_bouka.htm

※上記資料はまちづくり課の窓口でも閲覧することができます。
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